
志比北地区支え合いアンケート調査票(集計結果）
配布：令和3年7月16日（金）

回答者数　132名 期限：令和3年8月9日（月）

アンケートにご回答ください。当てはまる項目に〇を付けてください。

〇あなたの性別は

40代 50代 60代 70代 男女比％ 〇あなたの年齢は
① 男 15 ① 男 17 ① 男 21 ① 男 25 59%
② 女 11 ② 女 12 ② 女 21 ② 女 10 41% ① 40代 26

② 50代 29
③ 60代 42
④ 70代 35

40代 50代 60代 70代 計 ％
15 10 26 23 74 24%
9 7 22 10 48 15%
6 9 18 16 49 16%
6 7 15 12 40 13%
3 10 12 14 39 12%
3 3 9 2 17 5%
3 13 18 12 46 15%
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１．あなたにとって志比北地区が５年１０年先どのようになっていたらいいですか

① いくつになっても住みやすい
② 安心して子育てできる
③ 地域で互いに支え合う
④ 自然環境にめぐまれる
⑤ 人のぬくもりが感じられる
⑥ ITなど時代にあった生活ができる
⑦ 生きがいを持って暮らしていける

① 40代, 26, 
20%

② 50代, 29, 
22%

③ 60代, 42, 
32%

④ 70代, 35, 
26%

あなたの年齢は

40代

①男 ②女

50代

①男 ②女

60代

①男 ②女

70代

①男 ②女

②安心して子

育てできる
33%

③地域で互い

に支え合う
20%

④自然環境に

めぐまれる
13%

⑤人のぬくもり

が感じられる
13%

⑥ ITなど時代

にあった生活

ができる
7%

⑦生きがいを

持って暮らして

いける
7%

7%

40代

①いくつになっ

ても住みやす

い
17%

②安心して子

育てできる
12%

③地域で互い

に支え合う
15%

④自然環境に

めぐまれる
12%

⑤人のぬくもり

が感じられる
17%

⑥ ITなど時代

にあった生活

ができる
5%

⑦生きがいを

持って暮らして

いける
22%

50代 ①いくつになっ

ても住みやす

い
22%

②安心して子

育てできる
18%

③地域で互い

に支え合う
15%

④自然環境に

めぐまれる
12%

⑤人のぬくもり

が感じられる
10%

⑥ ITなど時代

にあった生活

ができる
8%

⑦生きがいを

持って暮らして

いける
15%

60代
①いくつになっ

ても住みやす

い
26%

②安心して子

育てできる
11%

③地域で互い

に支え合う
18%

④自然環境に

めぐまれる
14%

⑤人のぬくもり

が感じられる
16%

⑥ ITなど時代

にあった生活

ができる
2%

⑦生きがいを

持って暮らして

いける
13%

70代

アンケートへの協力依頼の結果、132 名（142 名中：回収率 92.9％）の志比北地区の皆様の貴重なご意見をいただく。

男女比は、男性 59％、女性 41％であり、60代、70代の回答が全体の 6割を占めている。※質問により無回答あり。 

将来像については、「①いくつになっても住みやすい」が 24％の回答で多く、次に「③地域で互

いに支え合う」と「⑦生きがいを持って暮らしていける」が 16％であった。 



その他：自由に記入

40代

・特にありません。
・他の地区と同等の地域サービスがうけられるように（インフラ整備、除雪など）
・現状より人口が減っていなければいい。

・コストコがきたらよい。

50代
・人口増加の見込みがあるとよい。
・高齢になっても食品日用品が購入できる店が近くにあってほしい。
・何も変わらないと思う。

60代
・特に女性が働く場所があるような地区
・野生動物が近くまで寄ってこないような環境になってほしい。（熊、サル、イノシシ他）
・リモートで仕事ができる。
・いかに人口が増えるのか。減少していく人口にいつも不安を感じている。
・住宅や工場を建てるだけではダメだと思う。
・Wi-Fiがあれば問題ないので、公共のWi-Fiのアクセスポイントを増やしてほしい。

70代
・志比北地区にスーパーなど有った方がよいと思います。
・野生の動物がどんどん増えて野菜作りが大変で荒地になってしまうのでは。心配。生きがいが２つなくなりそう。

・自分の子供達が成人した後、ここで暮らしたいと思えるような魅力ある場所になってほしい。また配偶者にとっても、不便な
く、心良く来たいと思える場所になってほしい。

・若い人がいないため、限界集落になることは目に見えているため、人を増やす取組みをすることが必要だと思います。今のまま
では維持もできなくなってくると思います。



２．志比北地区の好きなところ、自慢できるところは？よいところは？

40代 50代 60代
・自然豊か…10件 ・自然環境がすばらしい。…6件 ・自然環境が素晴らしい。…21件
・景色がよい…3件 ・子供の遊ぶ声が聞こえるとうれしい。 ・九頭竜川…6件
・人間関係がよい。人と人とのつながりが今も生きている。…3件 ・静かな所 ・浄法寺山…6件
・安全（子供にとっても）…2件 ・なし。 ・地域の人々の温かいつながり…4件
・南向きで日当たりがよい。…2件 ・安心して子供を育てられるところ。 ・静かなところ。
・九頭竜川…2件 ・災害リスクが少ない。 ・日当たり良好…4件
・浄法寺山…2件 ・静かさ
・助け合う子供たち（少人数だからこそ） ・南側の山並み、中部縦貫道、えちぜん鉄道、九頭竜川が望めるところ。
・近くに住んでいる親類が親切。 ・景色が綺麗。
・ひまわり畑 ・仕事が好きなこと。
・のどか ・子育てに最適な自然豊かなところ。
・周りの人とのコミュニケーションがとりやすい。 ・人が親切
・田んぼがたくさんある。 ・蛍がきれい。
・住みやすい。 ・こじんまりとした里山
・特にないです。 ・空気がキレイ。

・浄法寺山へ登ると冠岳から福井が見えてすがすがしい。
・交通量が比較的少ない。

70代 ・近所の人たちみんなが顔見知りで、もしもの時支え合えるところ。
・自然環境がよい。…6件 ・おいしいものが一杯ある。
・浄法寺山…4件 ・鮎街道の桜並木及び紫陽花並木
・九頭竜川（アユ釣り)…2件 ・アユ釣りさんがいろいろな地域から来てくれる。
・景色がよい。…2件 ・登山、アユ釣り、近くにスキー場あり、アウトドアで楽しめる地域 である。
・他地区の人でもだいたいどこの誰かが分かる。 ・行事の参加者が多い
・日当たりが良い。
・人間関係 ・地区を愛す人が多い。
・行事の参加者が多い ・小学校、郵便局があって子供の声が聞こえて楽しい。

・児童館
・水がおいしい。
・昔ながらの文化がある。
・地盤が固い。

・河岸段丘地区が多く、自然災害（洪水、地震など）が起こりにくい 地域である。

・小学校が真ん中にあるので（幼児園も）両側から人の流れがあり顔見知りになりやすい。

志比北地区の好きなところ、自慢できるところについては、いずれの世代においても「自然環

境」についての回答が多く、浄法寺山と九頭竜川への誇り、自然に囲まれた静かで過ごしやすい

地域を自慢であることが伺える。 



３．現在の志比北地区は暮らしやすいですか

数 40代 50代 60代 70代 計 ％
7 2 7 12 28 22%
10 11 29 14 64 50%
4 9 2 1 16 12%
4 7 4 6 21 16%
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① 暮らしやすい　
② どちらかといえば暮らしやすい
③ 暮らしづらい
④ どちらかといえば暮らしづらい

①暮らしやすい

②どちらかといえば暮らしやす

い

③暮らしづらい

④どちらかといえば暮らしづらい

0 5 10 15 20 25 30 35

3．現在の志比北地区は暮らしやすい

70代

60代

50代

50代

①暮らしやすい
28%

②どちらかとい

えば暮らしやす

い
40%

③暮らしづらい
16%

④どちらかとい

えば暮らしづら

い
16%

40代

①暮らしやすい
7%

②どちらかとい

えば暮らしやす

い
38%

③暮らしづらい
31%

④どちらかとい

えば暮らしづら

い
24%

50代
①暮らしやすい

17%

②どちらかとい

えば暮らしやす

い
69%

③暮らしづら

い

④どちらかとい

えば暮らしづら

い
9%

60代

①暮らしやすい
36%

②どちらかとい

えば暮らしやす

い
43%

③暮らしづらい
3%

④どちらかとい

えば暮らしづら

い
18%

70代

志比北地区での生活についてである。全体では、7割の方が「暮らしやすい」との回答であった。

特に 60代 79％、70代 86％と高い回答であった。しかし、「暮らしづらい」の回答では、50代が 55％、

40代が 32％と世代間の暮らしに関しての考えや想いに差が見られる。 



４．どのようなところが暮らしやすいと思いますか（当てはまる項目３つに〇）

40代 50代 60代 70代 計 ％
12 10 18 17 57 20%
9 2 4 2 17 6%
9 3 5 9 26 9%
5 6 17 12 40 14%
7 5 12 8 32 11%
0 1 1 2 4 1%
12 12 24 16 64 22%
12 7 21 10 50 17%
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その他：自由に記入

40代
・③は当てはまるが、交通や遊び場等は良くない。

50代

60代
・⑧一見、よさそうですが通り道なので、地域以外の人も来てもおかしくない。木陰に車が停まっていたり、暴走車がよく通る。
・適当な数の行事と適当な関係の近所付き合い
・大きな商業施設がなくても福井市、勝山市、坂井市にもアクセスが良いところ。
・40年、50年と暮らしているとここが一番ほっとする。
・福祉の面が整っている。（北地区だけでなく永平寺町がですが）
・自分の頭で考えて暮らし方を作っていける。少し不便な所が暮らしやすいと思う。何も考えないのではボケるから。

70代
・冬期の除雪が早くうまくいくとよい。

⑥ 防災対策が整っている
⑦ 自然に恵まれている
⑧ 治安がよい

① 生まれ育ったところだから
② 勤め先から近い
③ 子供の育てる環境がよい
④ 家族、友人など頼れる人が近くにいる
⑤ 人間関係がよい

①生まれ育った

ところだから
18%

②勤め先から

近い
14%

③子供の育て

る環境がよい
14%

④家族、友人な

ど頼れる人が近

くにいる
7%

⑤人間関係が

よい
11%

⑥防災対策が

整っている
0%

⑦自然に恵ま

れている
18%

⑧治安がよい
18%

40代

①生まれ育った

ところだから
22%

②勤め先から

近い
4%

③子供の育て

る環境がよい
7%

④家族、友人な

ど頼れる人が近

くにいる
13%

⑤人間関係が

よい
11%

⑥防災対策が

整っている
2%

⑦自然に恵ま

れている
26%

⑧治安がよい
15%

50代
①生まれ育った

ところだから
18%

②勤め先から

近い
4%

③子供の育て

る環境がよい
5%

④家族、友人な

ど頼れる人が近

くにいる
17%

⑤人間関係が

よい
12%

⑥防災対策が

整っている
1%

⑦自然に恵ま

れている
23%

⑧治安がよい
20%

60代

①生まれ育った

ところだから
22%

②勤め先から

近い
3%

③子供の育て

る環境がよい
12%

④家族、友人な

ど頼れる人が近

くにいる
16%

⑤人間関係が

よい
10%

⑥防災対策が

整っている
3%

⑦自然に恵ま

れている
21%

⑧治安がよい
13%

70代

暮らしやすいところについて「⑦自然に恵まれている」22％あった。質問２の回答でも多かったように自然環境に対し

ての想いが強いように推察される。次に「①生まれ育ったところだから」20％と郷土愛や慣れ親しんだ地域であることが

伺える。また「⑧治安が良い」17％の回答であった。一方、「⑥防災対策が整っている」の回答数が各世代ともに少なく防

災への対策・準備の必要性が伺える。 



５．どのようなところが暮らしづらいですか　（当てはまる項目３つまでに〇）
40代 50代 60代 70代 計 ％

① 買い物など日常生活が不便　 11 20 27 16 74 26%
② 公共交通が不便 14 23 24 15 76 26%
③ 働く場所がない　 4 2 11 4 21 7%
④ 公共施設が充実していない　 6 4 2 1 13 4%
⑤ 病院や福祉施設が遠い 3 12 8 12 35 12%
⑥ 子育ての環境が悪い 0 1 2 1 4 1%
⑦ 防災面に不安 1 2 4 2 9 3%
⑧ 地域のしきたりや風習が残っている 6 5 4 4 19 7%
⑨ 役所・支所が遠い　　 2 1 6 3 12 4%
⑩ 近所付き合いがしづらい　 2 0 1 1 4 1%
⑪ 地域の行事や役などの負担が多い 11 5 4 2 22 8%

289

0

5

10

15

20

25

30 ５．どのようなところが暮らしづらいですか

①買い物など日

常生活が不便
18%

②公共交通が不

便

23%

③働く場所がない
7%④公共施設が充

実していない
10%

⑤病院や福祉施

設が遠い
5%

⑥子育ての環境

が悪い
0%

⑦防災面に不安
2%

⑧地域のしきたり

や風習が残ってい

る
10%

⑨役所・支所が遠

い
4%

⑩近所付き合い

がしづらい
3%

⑪地域の行事や

役などの負担が多

い
18%

40代

①買い物など日

常生活が不便
27%

②公共交通が不

便

31%

③働く場所がない
2%

④公共施設が充

実していない
5%

⑤病院や福祉施

設が遠い
16%

⑥子育ての環境

が悪い
1%

⑦防災面に不安
3%

⑧地域のしきたり

や風習が残ってい

る
7%

⑨役所・支所が

遠い
1%

⑪地域の行事や

役などの負担が

多い
7%

50代

①買い物など日

常生活が不便
29%

②公共交通が不

便

26%

③働く場所がない
12%

④公共施設が充

実していない
2%

⑤病院や福祉施

設が遠い
9%

⑥子育ての環境

が悪い
2%

⑦防災面に不安
4%

⑧地域のしきたり

や風習が残ってい

る
4%

⑨役所・支所が遠

い
7%

⑩近所付き合い

がしづらい
1%

⑪地域の行事や

役などの負担が多

い
4%

60代

①買い物など日

常生活が不便
26%

②公共交通が不

便

25%

③働く場所がない
6%

④公共施設が充

実していない
2%

⑤病院や福祉施

設が遠い
20%

⑥子育ての環境

が悪い
2%

⑦防災面に不安
3%

⑧地域のしきた

りや風習が残っ

⑨役所・支所が

遠い
5%

⑩近所付き合い

がしづらい
2%

⑪地域の行事や

役などの負担が

多い
3%

70代

暮らしづらいところについて「①買い物など日常

生活が不便」と「②公共交通が不便」がともに 26％、

次に「⑤病院や福祉施設が遠い」との回答結果であ

り、「移動手段（足）」についての課題が顕著にみら

れる。また、世代で見てみると 50代は上記の回答結

果と同じであり、40代は移動手段の次に「⑪地域の

行事や役などの負担が多い」、60 代は「働く場所がな

い」、70 代は「公共施設が充実していない」の回答が

多くあった。 



その他：自由に記入

40代
・雪の除雪に時間がかかり、仕事にも出られなかったりする。
・車が使えない世代にとっては暮らしにくい。
・ささ山の問題、自転車通学の中学生・高齢者にとって防犯上問題（周囲からの目が届きにくい）整備してほしい。
・中学校に通う、帰るときのバス等が不便だと感じる。あと、小さい子の遊ぶ公園等は少ない。
・冬の雪や坂道の路面凍結。
・木の伐採によるものなのか、猿が住宅の方によく出るようになってきた。

50代
・屋号呼びが嫌。
・今現在は自動車に乗れるから良いがこれから先が不安である。
・近助タクシーの利用をしやすくしてほしい。誰も使っていないからと、年寄りは利用しない。(家族の負担が増える）
・除雪が来ない。（対応が遅い）

60代
・雪が多い。
・児童数が少なく活気がない。
・自然が豊かなのはいいが子供が自由に動きまわるのには危険が多い。
・今は車の移動が好きな時に自由に動けるが、車の運転ができなくなったときが暮らしづらいと思う。

70代
・今のところは文句無し。
・車がないと非常に不便。
・⑦で的川は洪水は大丈夫か。
・山の獣たち（熊、サル、鹿、イノシシなど）が、民家近くによく現れ、田畑を荒らして木の実なども…。作物への意欲がなくなる。



６．今後の生活に不安があるとすれば何ですか（当てはまる項目３つまでに〇）

40代 50代 60代 70代 計 ％
① 健康や介護が必要となった場合　 12 19 27 21 79 28%
② 仕事の雇用　 5 3 0 0 8 3%
③ 老後の生活 15 16 20 17 68 24%
④ これからの生きがいのこと　 1 2 5 3 11 4%
⑤ 漠然とした不安　 5 3 1 6 15 5%
⑥ 家や土地の後継者 7 7 15 9 38 14%
⑦ 土地・農地の荒廃について 13 11 20 16 60 22%
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その他：自由に記入

40代
・免許返納後の暮らし。
・猿による被害があるため、山の方に動物達のえさとなるような木(どんぐり、栗、かき等）植えたりできないものでしょうか。
・特になし。

50代
・学校の統廃合のこと。
・公共交通

60代
・高齢者が増えコミュニティが保てない。
・①公共交通がほぼないので障害を負ったとき自立生活ができない。福祉関連のタクシー等のお世話にならなくてはいけない。
・老々介護
・空き家問題
・自動車が運転できなくなった場合。…3件
・自然災害（大雨による土砂災害）…2件
・休耕地が活用されていない。
・一人暮らしになった場合。

70代
・子どもが少なく、将来地域の活動ができなくなる可能性が大である。
・もっと高齢になった時（80歳～）
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６．今後の生活に不安あるとすれば何ですか

①健康や介護

が必要となった

場合
21%

②仕事の雇用
8%

③老後の生活

26%
④これからの

生きがいのこと

2%

⑤漠然とした不

安
9%

⑥家や土地の

後継者
12%

⑦土地・農地の

荒廃について
22%

40代

①健康や介護

が必要となった

場合
31%

②仕事の雇用
5%

③老後の生活

26%

④これからの

生きがいのこと

3%

⑤漠然とした

不安
5%

⑥家や土地の

後継者
12%

⑦土地・農地

の荒廃につい

て
18%

50代

①健康や介護

が必要となった

場合
31%

②仕事の雇用
0%

③老後の生活

23%

④これからの

生きがいのこと

5%

⑤漠然とした

不安
1%

⑥家や土地の

後継者
17%

⑦土地・農地

の荒廃につい

て
23%

60代

①健康や介護

が必要となった

場合
29%

②仕事の雇用
0%

③老後の生活

24%

④これからの

生きがいのこと

4%

⑤漠然とした

不安
8%

⑥家や土地の

後継者
13%

⑦土地・農地

の荒廃につい

て
22%

70代

「①健康や介護が必要となった場合」28％、「③老後の生活」24％の回答結果であった。現時点の生活は送

ることができているが、この上位 2つの回答は、老化、ケガ、病気など身体状態の変化によって、「生活の

しづらさ」への不安が確認できる。また「⑦土地・農地の荒廃について」22％、「⑥家や土地の後継者」14％

と次世代への継承について回答が多くあった。 



７．地区に足りないところや必要な施設は（当てはまる項目３つに〇）

40代 50代 60代 70代 計 ％
① 医療機関　 8 15 13 10 46 16%
② 図書館文化施設　 0 1 1 1 3 1%
③ 福祉施設　 2 7 9 6 24 8%
④ 居場所(サロン等) 1 5 4 3 13 4%
⑤ 観光施設　 1 1 4 0 6 2%
⑥ 宿泊施設　 0 1 0 0 1 0%
⑦ 農産物直売所　　 0 2 3 1 6 2%
⑧ 特産品販売所 0 1 1 0 2 1%
⑨ 飲食店 5 7 12 11 35 12%
⑩ 金融機関　 0 3 1 8 12 4%
⑪ 商業施設(スーパー・コンビニ) 21 17 28 14 80 27%
⑫ 娯楽施設　 3 0 3 1 7 2%
⑬ 公園 8 2 2 1 13 4%
⑭ 遊歩道 5 0 2 3 10 3%
⑮ イベント広場 1 0 0 0 1 0%
⑯ 運動施設（グランド・体育館） 3 2 4 2 11 4%
⑰ 交番 0 2 1 4 7 2%
⑱ 働く場所（企業・産業） 2 3 8 5 18 6%
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その他：自由に記入

40代
・子育てにおいて安心して遊べる公園などあると嬉しい。(ある程度遊具のそろっている）
・鮎街道と勝山街道をつなぐ橋がもう一本ほしい。（例：花田にローソンと西村組の間）
・不要（タクシーや通販などあるから）

・他地域の人が訪れる環境。
・自然を生かしたキャンプ場や大型施設等、人が来ないと朽ちていく。

50代
・公共交通がない。
・柔軟な発想ができる人が世話人のサロンがあると楽しいと思う。

60代
・環境美化の精神
・イノシシ、アユ、サクラマス、自然豊かな食材を使った料理をもっと広げていくとよい。
・自動車が運転できなかったとき、自由に動ける方法がほしい。

・鮎街道沿い、旧道に花や木で名所を創る。
・施設は特に必要ない。箱モノは必要ない。有るものを大切にしたい。
・浄法寺山登山道の整備。

70代
・⑪ATM　⑩の代わりは　+AED
・①週1～２日でも
・ほどよいところに施設がある。

・鮎街道でのロードバイクのマナー違反が目立つので、ロードバイク専用の道（堤防等
で）が整備されるといいと思われる。

・高齢者にとっては、買い物が大変難しくなってくるので、移動販売車もありがたいのですが、必要なものを注文し
て、配達してくれる仕組みがあれば助かるっと思います。生協はチラシで注文しますが、注文書に必要な物を記入して
配達してもらうシステム。そこに雇用が生まれる様にする。

・町の施設がかなりあり、現在ある施設を充実していってほしい。空き家が多いので、福祉施設をもっと多く
し、高齢者が楽しめるような地区にしていくことを望む。
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７．地区に足りないところや必要な施設は

地区に足りないところや必要な施設について各世代ともに「⑪商業施設（スーパー・コンビ二）」

27％と多数の回答であった。近場で食料品や日用品等の購入ができる店舗の設置への要望があるこ

とが見られる。次に健康面で「①医療機関」16％、食事処で「飲食店」12％となっている。 



８．自治会活動や地区の行事に参加するうえで気になる点はありますか
（当てはまる項目３つに〇）

40代 50代 60代 70代 計 ％
① 近所付き合いが減っている 4 8 14 12 38 15%
② 自治会の活動などに参加しにくい雰囲気がある 3 6 6 5 20 8%
③ 他人に干渉されたくない。プライバシーを守りたい　 7 8 3 2 20 8%
④ 日中、地域を離れている人が多い　　 8 8 14 8 38 15%
⑤ 地域活動への若い人の参加が少ない 15 11 31 21 78 30%
⑥ 地域での交流機会が少ない 2 4 15 11 32 12%
⑦ 助け合い、ささえあいは必要ないと思う 8 5 3 2 18 7%
⑧ 仕事等で時間がない 3 7 6 1 17 7%

261

0

5

10

15

20

25

30

35

８．自治会活動や地区の行事で気になる点

①近所付き合い

が減っている
8%

②自治会の活動

などに参加しにく

い雰囲気がある
6%

③他人に干渉さ

れたくない。プライ

バシーを守りたい
14%

④日中、地域を

離れている人が

多い
16%

⑤地域活動への

若い人の参加が

少ない
30%

⑥地域での交流

機会が少ない
4%

⑦助け合い、ささ

えあいは必要な

いと思う
16%

⑧仕事等で時間

がない
6%

40代
①近所付き合い

が減っている
14%

②自治会の活動

などに参加しにく

い雰囲気がある
11%

③他人に干渉さ

れたくない。プラ

イバシーを守りた

い
14%④日中、地域を

離れている人が

多い
14%

⑤地域活動への

若い人の参加が

少ない
19%

⑥地域での交流

機会が少ない
7%

⑦助け合い、ささ

えあいは必要な

いと思う
9%

⑧仕事等で時間

がない
12%

50代

自治会活動や地区行事に参加して気になることについて、各世代ともに

「⑤地域活動への若い人の参加が少ない」30％回答が多かった。「⑦助け合い、

ささえあいは必要ないと思う」の回答が 50 代、40 代と多く、これより若者

の地域への関心が薄くなっており、また同世代の参加が少ないことも重なり

参加のしづらさが推測される。次に「①近所付き合いが減っている」15％と

「④日中、地域を離れている人が多い」15％、「⑥地域での交流機会が少ない」

12％と地域とのつながりの希薄化についての回答であった。 



その他：自由に記入

40代
・若い人が少ない。
・20代は仕方がないかもしれないが、30代、40代それ以上の独身者の男女が公然と参加しない風潮がある。支えられない。
・分からない。
・3つ〇つけることはない。特に感じない。
・ねたみなどをもつ人が多いので村の人とはあまり関わりたくない。悪口など多すぎる。
・若い世代と、老年世代の考え方の違い、意見の食い違いがある。歩み寄りが必要だと思われる。
・高齢化
・児童数減少

50代

・若い人達の意見を聞かないのでは？
・参加するのが当たり前。どうして参加しないと言われるのが困る。

60代
・高齢化により従来行われていた行事が中止されている。
・地域の高齢化

・負担にならない回数、最低年1回でも
・女性がもっと参加しやすい自治会づくりが必要だと思う。
・若い世代がいなくなっている。
・人が少ないため世話役や行事に強制的に駆り出される。
・コロナ禍で、個人主義になりがちなのが心配。
・地区行事の参加に既婚者の若い方の参加はあるが独身の若者の参加がない。
・北地区での横の繋がりがないように思う。

70代
・自分自身、今は趣味や孫の世話（手伝い）で昼間、家にいる時間が少ないため、参加できないことが多い。
・早くコロナが終わってほしい。

・今はコロナ禍なので行事ができていないので、交流の場がなくてしかたないと思います。もっと役場や各種団体
（JA、社協）等が地区の行事にアドバイスするといいと思います。

・今となっては自分も年をとったが、同世代がほぼいない。近所へ相談する機会はなく勤め先、友人にしていた。近所
づきあいはちゃんとしている。

①近所付き合い

が減っている
15%

②自治会の活動

などに参加しにく

い雰囲気がある
7%

③他人に干渉さ

れたくない。プライ

バシーを守りたい
3%

④日中、地域を

離れている人が

多い
15%

⑤地域活動への

若い人の参加が

少ない
34%

⑥地域での交流

機会が少ない
16%

⑦助け合い、ささ

えあいは必要な

いと思う
3%

⑧仕事等で時間

がない
7%

6 0代

①近所付き合い

が減っている
19%

②自治会の活動

などに参加しにく

い雰囲気がある
8%

③他人に干渉さ

れたくない。プライ

バシーを守りたい
3%④日中、地域を

離れている人が

多い
13%

⑤地域活動への

若い人の参加が

少ない
34%

⑥地域での交流

機会が少ない
18%

⑦助け合い、ささ

えあいは必要な

いと思う
3%

⑧仕事等で時間

がない
2%

70代



９．地域を盛り上げるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（当てはまる項目３つまでに〇）

40代 50代 60代 70代 計 ％
① 自治会活動 1 5 11 3 20 9%
② 世代間交流行事　 3 6 14 10 33 14%
③ 地域住民の親睦を深める行事（祭りなど） 7 9 23 14 53 23%
④    志比北地区での支え合い活動 1 2 8 8 19 8%
⑤ 居場所（サロン等）の設置　 1 3 7 4 15 6%
⑥ 活動に関する情報共有　 4 9 8 9 30 13%
⑦ 気軽に参加できる雰囲気づくり 10 14 20 17 61 26%
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その他：自由に記入
40代 70代
・特に盛り上げなくてよい。親子、中年層、全体などに分けた社会奉仕をもっと増やせば自ずと交流ができる。
・特にありません
・③←地区毎は大切だが、北地区全体で動かないと荒れていく。

50代
・何をしても同じ。
・世代間交流は難しすぎる。年寄りの言うこと聞くのは当たり前という態度に耐えられないことがある。

60代
・区単位では負担が大きいことも北地区全体で取り組むことが必要。
・北地区が盛り上がるためのコアが必要。
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９．地域を盛り上げるためには、どのようなことが必要 ①自治会活動
3%

②世代間交流

行事
11%

③地域住民の

親睦を深める

行事（祭りなど）
26%

④ 志比北地

区での支え合

い活動
4%

⑤居場所（サロ

ン等）の設置
4%

⑥活動に関す

る情報共有
15%

⑦気軽に参加

できる雰囲気づ

くり
37%

40代

①自治会活動
10%

②世代間交流

行事
13%

③地域住民の

親睦を深める

行事（祭りなど）
19%

④ 志比北地区で

の支え合い活動
4%

⑤居場所（サロ

ン等）の設置
6%

⑥活動に関す

る情報共有
19%

⑦気軽に参加

できる雰囲気づ

くり
29%

50代
①自治会活動

12%

②世代間交流

行事
15%

③地域住民の

親睦を深める

行事（祭りなど）
25%

④ 志比北地

区での支え合

い活動
9%

⑤居場所（サロ

ン等）の設置
8%

⑥活動に関す

る情報共有
9%

⑦気軽に参加

できる雰囲気づ

くり
22%

60代

①自治会活動

②世代間交流

行事
15%

③地域住民の

親睦を深める

行事（祭りなど）
22%

④ 志比北地

区での支え合

い活動
12%

⑤居場所（サ

ロン等）の設置
6%

⑥活動に関す

る情報共有
14%

⑦気軽に参加

できる雰囲気づ

くり
26%

70代

各世代「⑦気軽に参加できる雰囲気づくり」26％と回答が多かった。次に「③

地域住民の親睦を深める行事（祭りなど）」23％、「②世代間交流行事」14％と

なっている。これより地域住民が、気軽に参加できる「集い」や「イベント」

の必要性を多くの方が思っていることが見受けられる。 



１０．あなたは、どんなことであれば参加できますか （当てはまるもの３つの項目に〇） 

40代 50代 60代 70代 計 ％
①   自治会の活動 7 8 14 10 39 13%
② 祭りやイベント活動 14 14 20 9 57 20%
③ 環境保全活動 4 5 11 8 28 10%
④ ごみの減量やリサイクル活動　 7 7 9 9 32 11%
⑤ まちの清掃美化活動　 8 8 14 7 37 13%
⑥   伝統や文化の伝承活動 2 1 6 2 11 4%

⑦ 生涯学習や文化芸術活動　 1 1 9 8 19 7%
⑧ 子どもの健全育成活動 5 3 10 4 22 8%
⑨  女性団体の活動 1 0 2 0 3 1%

⑩ 安全活動 5 2 1 8 16 6%
⑪ 居場所づくり（サロン等） 1 3 5 6 15 5%
⑫ 近助タクシーなどの支え合い活動 3 1 1 5 10 3%
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１０．どのようなことであれば参加する

① 自治会の活動
12%

②祭りやイベント

活動
24%

③環境保全活動
7%

④ごみの減量やリ

サイクル活動
12%

⑤まちの清掃美化

活動
14%

⑥ 伝統や文化の

伝承活動
3%

⑦生涯学習や文

化芸術活動
2%

⑧子どもの健全育

成活動
8%

⑨ 女性団体の活

動
2%

⑩安全活動
9%

⑪居場所づくり（サ

ロン等）
2%

⑫近助タクシーな

どの支え合い活動
5%

40代

① 自治会の活動
15%

②祭りやイベント

活動
26%

③環境保全活動
9%

④ごみの減量やリ

サイクル活動
13%

⑤まちの清掃美化

活動
15%

⑥ 伝統や文化の

伝承活動
2%

⑦生涯学習や文

化芸術活動
2%

⑧子どもの健全育

成活動
6%

⑨ 女性団体の活

動

⑩安全活動
4%

⑪居場所づくり（サ

ロン等）
6%

⑫近助タクシーな

どの支え合い活動
2%

50代

① 自治会の活動
13%

②祭りやイベント

活動
19%

③環境保全活動
11%

④ごみの減量やリ

サイクル活動
9%

⑤まちの清掃美化

活動
14%

⑥ 伝統や文化の

伝承活動
6%

⑦生涯学習や文

化芸術活動
9%

⑧子どもの健全育

成活動
10%

⑨ 女性団体の活

動
2%

⑩安全活動
1%

⑪居場所づくり（サ

ロン等）
5%

⑫近助タクシーな

どの支え合い活動
1%

60代
① 自治会の活動

13%

②祭りやイベント

活動
12%

③環境保全活動
10%

④ごみの減量やリ

サイクル活動
12%

⑤まちの清掃美化

活動
9%

⑥ 伝統や文化の

伝承活動
3%

⑦生涯学習や文

化芸術活動
10%

⑧子どもの健全育

成活動
5%

⑩安全活動
11%

⑪居場所づくり（サ

ロン等）
8%

⑫近助タクシーな

どの支え合い活動
7%

70代

参加できることについては、各世代

「②祭りやイベント」20％と回答が多

数であった。この参加については、運

営面を含めての参加なのか、または参

加のみであるかは定かではない。次に

「①自治会の活動」と「⑤まちの清掃

美化活動」ともに 13％であった。また

「⑤まちの清掃美化活動」13％「④ご

みの減量やリサイクル活動」11％「③

環境保全活動」10％と環境への関心も

高く、自然（地域）を大切にする想い

があることが伺える。 



その他：自由に記入
60代

40代 ・身近な自治会活動
・すべて参加します。 ・自分の好きなこと、趣味などあっていれば参加したい。

・参加できますかと言うよりは参加しなければという雰囲気がある。本当は自由に参加したい。
50代 ・今は運転が出来、自由に動けているので、心配していないが、三世代間の交流を深められるものがほしい。
・積極的に参加できない。
・仕事をしているので自宅でできることは協力できる。
・その時、自分が参加して有意義に過ごせるものなら参加します。

70代
・自由になる時間が少ないので、どこまで参加できるかは分からない。

１１．地域での人と人とのかかわり、あなたの考えに近いものをお選びください。  
（当てはまる項目３つまでに〇）

40代 50代 60代 70代 計 ％
① 困り事を相談し合える関係を築きたい 3 8 17 17 45 20%
② 隣近所の人とはつきあいを大切にしたい  11 19 31 26 87 38%
③ 地域を良くする活動をみんなで協力し合って行いたい 8 13 28 26 75 33%

5 4 2 1 12 5%
⑤ 関心がない 4 3 2 0 9 4%
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・春・初夏　鮎街道沿いの桜と紫陽花を北島大橋まで延長して北区の名所にする。夏・秋　北区の
メインストリートに季節の花を植栽し「育てる、観る、作る」喜びを共感する。例えば、コキア(箒
草）を育てて鑑賞後小さなホウキ作りをする。

④ あいさつをする程度で地域の人や隣近所の人とはかかわりを持ちたくない
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70代

人との関わりについては、「②隣近所の人とはつきあいを大切にしたい」38％が多く、次に③地域を良くする活動をみ

んなで協力し合って行いたい」33％、「①困りごとを相談し合える関係を気づきたい 20％」とあった。また、40 代、50代

と地域への関心がない傾向もみられ、近隣との相談し合える（プライベート）関係を構築というより、当たり障りのない

近隣とのつきあいを望んでいることが伺える。 



その他：自由に記入

40代 70代
・仕事と家事で忙しいので⑤。
・暮らしている以上、皆が住みやすいと感じる、若い世代が離れていかない環境作りを皆でしていきたい。

50代
・③活動に協力したいけれど人数が少ないと強制的になることがある。都合が悪いと言いづらい。
・①理想的だけど実際はかきまわされて終わる。

60代
・ひとり暮らしのお年寄りが増えている。年寄りには、志比北地区は暮らしにくい。車がないと自由に動けない。
・①～③適当な関係と量
・老若男女お互いの考えに近づき寄り添い認め合う気持ちを大切にする。

１２．その他
志比北地区について、あなたの意見をご自由にお書きください

40代

・人口流出を止めるのが急務。
・商業施設も必要。

・現状でよい。
・自然が多いので、キャンプ、バーベキュー、グランピング等の施設や温泉施設があれば栄えるのでは。
・空き家を利用して食事ができる古民家カフェ
・近助タクシーはとてもありがとく思います。
・居住民が増える環境作り。
・高齢の方々が孤立しない世代間交流。
・地域に働く場所が少ないため、若い世代は県外や市内に出ていき、ますます過疎化が進む一方である。
・せっかく緑豊かな地があるのにアピールが足りない。（例えば、景色を活かしたおしゃれなピザ屋やパン屋など）
・若い世代がSNS等で発信することで多世代にも広がり町のアピール、雇用が生まれ過疎化の減少につながることを期待したい。

・人と人との協力はもちろんだが、その前に行政サービスが働きかけ様々な角度からの視点をもって取り組んでほしい。
・コストコやイオンなどの大型施設の受入を大々的に行う。
・えちぜん鉄道を利用するため、北島大橋を徒歩で使用する時に以下の危険があるため対策を検討してほしい。
・歩道を歩いている時に車に水をかけられる。（歩道側に水がたまる）
・発雷時、（霧が出ていると特に）落雷する可能性がある。傘をさしていた時に、金属部分に電気が誘導した現象が発生したことがある。
・えちぜん鉄道までの道のりが遠すぎて不便。

・今は車がありますが、老後免許証を返納した場合、近助タクシーなどでは不便です、買い物をしたくても福井市内へ行きたくて
行けない。医者に行きたくてもいけないという活動範囲がせまくなるので、将来この地区にいつづけることは無理なのかと考えま
す。

・若い世代が戻って来たくなるように、スーパーや遊べる施設などがあるといいです。せっかく、こんな自然豊かな場所なんだか
ら便利だけでない自然と共存するそんな場所、地域になれればと思います。

・永平寺町が広域になったこともあり他地区と比べ何事も後回しにされている気がする。住民の数が少ないからといって道路の整
備や除雪など一向に改善される気配がない。幼児園や小学校の統廃合などネガティブな情報ばかり耳にしている。同じ住民税を支
払っている身として大変不公平感を持っている。この状況では若い世代が地域に帰ってこようとは思えない。

・若い人がいないため近い将来ほぼすべての地区が限界集落になることは間違いないと思います。そうならないようにするには何
かすることが費用かと思いますが、マンパワーが足りないですし、地区ですることにも限界があるので、人をどうにかして増やさ
ないといけないと思います。このまま何もしなかったら、田畑の荒廃、空き家の増加等が増えてしまうと思います。

・小さな集落にたくさんの地区役員が必要なんでしょうか？若い人たちにいつづけてもらうために、何かしているのでしょうか？
これからの人たちに負担になるようなことは少しずつ変化させていかなければいけないと思います。



50代
・未来がない。

・冬季大雪時の交通不便、対応の遅れ等。(除雪)そこからまず解決対策していかないとダメでしょうね。
・若者が戻ってくるような雰囲気づくりが大切
・区だけでの問題でなく、北地区を一本化するような形で地域をよくする。
・志比北地区の休耕田を利用して花の栽培（ひまわり、コスモスなど）
・地区外から沢山の人が来るようなイベントの開催。また、それに関わる人材や団体等の設立。
・志比北地区全体で農業生産法人の設立。
・自然豊かな環境の維持
・旧永平寺町諸学校の一本化
・鳴鹿橋と浄法寺橋の間にも一本、橋が欲しい。

60代
・自然を生かした活性化
・人口増加策（特に子供を増やす）を図る。
・地域のハザードマップでの安心感が少ないので防災事業にも力を入れてください。
・地区の課題は人口減少と高齢化。
・山・川等でアウトドアのフィールド整備。それに伴う飲食・宿泊施設等の誘致。
・若者の住みやすさに配慮した地域づくり…2件
・高齢者が対応可能なより現実的な具体的な防災対策

・若い世代の人たちが松岡や福井市、坂井市等に流れている気がします。
・北地区にもっと仕事ができるところが増えるといい。
・近くにいろんな商店や工場などができればいい。
・2～3世代の同居家族の増加を促す。
・観光事業をもっと増やす。（今後、若者の雇用につながる）
・電気自動車の充電施設（12か所位）または水素ステーション（1か所）

・婚活の場、空き家問題、人口減少、農地放棄の解決方法はないでしょうか。

・動物被害問題
・小学校の存続問題
・融雪問題

・北地区内での雇用ができるシステムを創る。
・近助タクシーは成功例だと思います。

・若い人の人口減
・田畑の耕作放棄地をなくし、きれいな集落に出来たらよいと思います。
・北地区にはお店が全くなく大変不便。コンビニくらいの店がほしい。
・子供が少なくこれから先を考えると不安になる。学校も少人数でよい面もあると思うが、永平寺町３つの学校を1つにしてもいいと思う。
・晴耕雨読の生活ができるように獣害対策などをしっかりしてしてほしい。

・こんなにも素晴らしい自然環境の中で子供を育てられる幸せを感じ、人間らしい気持ちでいられることを町内外に知らせてあげ
たい。(心穏やかに過ごせます)

・例えば、鮎釣り体験、ます寿司作り体験等、県外から国外から参加者を募り、地域の人が盛り上げ、一緒に行動する。宿泊施設
も必要。

・電車も通らず定期的なバスの運行も廃止になり不便なところ。自然に恵まれ良い所だとは思うが車がないと生活はしにくいと思
う。土地が荒れ空き家が目立つのも淋しい。何とかして欲しい。

・福井市から移住後、とても暮らしやすいところで満足しています。今後は北地区を誇りに思えるような取り組みや活動を応援し
たいと思います。

・個性が強すぎる人が難しい。どうして裏読みをするかわからない。特に年寄は直に受け取ってくれない。行事に参加するときは
注意深く行動しないと悪口を言われる。

・コロナで最近は顔を合わす機会が少なくなっていますが、北地区のたくさんの人の顔を思い浮かべる事が出来ます。人と顔を合
わせるチャンスがあって人とのつながりが出来ると思います。たくさんの人と出会えるチャンスをたくさん作れたら良いのにと思
います。

・近くに大きな商業施設を建設中で将来多くの人が来場することとなり、ゴミや車の往来等不安が大きいです。でもせっかく多く
の人が地域を知ってくれて道路など環境がよくなるのであれば前向きに考えを持っていかなければと思います。



70代
・日当たり良好、自然豊か、仕事にも30分以内で行くことができる。しかし、若い世代がどんどん流出する。

・農地法の改正・・・宅地にしていく
・人口の減少、空き家の増加、AI導入に伴う労働力の削減等、将来に希望が持てない現状です。
・みんなで助け合い知恵を出し合い協力していくことが大切だと思う。
・北地区は山あり川あり風光明媚で住むには素晴らしい環境だと思う。
・コロナのため、あまり期待はできませんが、下浄法寺の商業施設ができ活気ができることを望んでいます。
・団地等ができればよいと思う。
・学校までの交通手段が悪い。
・店舗までが遠い。
・北地区に住んで良かったと思えるよう若い人達の意見を聞き入れたいと思います。
・各企業、志比北地区に来る事。
・若い人の参加がない。（家でテレビを観ていても）50～60代の人の参加もない。
・活動や行事には年寄りが多い。中高年の参加がない。年配者が中高年に言わない。
・住みよい地域にするには地域内にコンビニなどの買い物できる施設ができるとよい。
・地域の良さを伸ばす…風光明媚、九頭竜川を見渡して、展望の広がる北地区を守り育てる意識を持ちたい。
・子どもをより良く育てる環境…正しく自然豊かな環境の中で育っていく心を大事にしていくこと。
・地区をよくする活動をみんなでする。
・空き家の後始末ができず、土地が荒れていくのが気になる。
・住みよい地域に…支え合いなど、なかなか難しいことです。人間関係が良くなると、時間はかかると思いますが、
地域も少しずついろんな面で成長していくのではないでしょうか。北地区全体でなく、各地域で、隣近所の人から
…「あいさつ」「会話」を大切にしていくことから始め、相手を認め合い、褒め合い、文句、悪口などを言わない関係を作ること
を心がけようという運動を進めていったらどうでしょう？

・（この地は）排他的な意識が強く、なかなか真意が伝わらないことが多かったため、気持ち的には難しいものがあります。

・核家族化が進むことは世の習いでしょうがないですが、耕作地が減り、農地がほったらかしの状態の今、新世帯を親元近くに建
築しやすくするなど方法を取ってほしい。（多くが出てしまって若い世代が少ないが・・・）


